
資料　１

※家庭ごみ収集運搬委託料は資源収集分も含む
※経費は平成２２年度決算見込みより

収集日が月に１回または2回の収集品目に対する市民の分別ストレスを解消するため，以下のカレ
ンダーのとおり１０種１３分別の品目すべてを週１回収集とした場合のコスト増額分について試算

（参考）ごみ処理手数料の市民還元事業　平成２１年度実績

全品目を週１回収集とした場合のコスト等の試算

※現在月１回収集の品目（２種）　　「燃やさないごみ」「有害・危険物」
※現在月２回収集の品目（４種）　　「ペットボトル」「飲食用・化粧品びん」「飲食用缶」「古紙類」

ごみ処理経費の試算
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家庭ごみ収集運搬委託料

破砕施設管理運営費

焼却施設管理運営費約９．８億円
の増加

(1)古紙回収の

支援234,710千
円(38.0%)

(2)ごみステー

ション設置等へ
の補助58,590千

円(9.5%)
(3)生ごみの減

量・リサイクルを
応援4,200千円

(0.7%)

(4)地域コミュニ

ティ活動への支
援44,770千円

(7.3%)

(5)新制度の周

知、分別意識の
向上と啓発
76,120千円

(12.3%)

(6)不法投棄・違

反ごみ対策など
198,680千円

(32.2%)

還元額
6億1,707万円

月 火 水 木 金 土

燃やすごみ 燃やさないごみ 飲食用・
化粧品びん

枝葉・草

飲食用缶 ペットボトル

古紙類

プラスチック
製容器包装

有害・危険物

燃やすごみ 燃やすごみ


	費用比較図

